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４月２５日（木）の発展探究の授業にお

いて、広島大学大学院統合生命科学研究
科教授 西堀 正英 先生をお迎えし、
「課題研究を始める前に」をテーマとし
た出前講義を行いました。この講義では、
これから課題研究に取り組む探究科の２
年次生が、研究活動の意義や課題研究の
進め方を学ぶことを目的としています。 
講義では、はじめに西堀先生が取り組ま

れている、空気中の環境ＤＮＡを活用した
ツキノワグマの生息域を探る研究が紹介されました。動物園と連携して、ツキノワグマの檻
から環境ＤＮＡを採取した場所までの距離と環境ＤＮＡの量との関係を利用して、野生の
ツキノワグマの生息域を推定していることを説明されました。また、ツキノワグマのフン
を分析することにより、特定の個体の行動範囲を推定する研究や、カメラを設置してツキ
ノワグマの撮影に挑戦するフィールドワークなど、大学ならではの研究を紹介されました。 

次に、生徒一人ひとりが描いたニワトリの絵を
もとにして、多くの人が用紙の左側に頭部を書い
ていることについて、探究する方法を考えていき
ました。「右利きの人にとって、左側から描くほう
が描きやすいから」や「横書きで日本語を書くとき、
左から右に書くから」等の理由が挙げられ、これを
確かめるためには「左利きの人は、頭部をどちらに
描くのか」や「右から左に書く言語を母国語として

いる人が、頭部をどちら描くのか」について調べればよいことなどを考えました。 
講義の最後に、広島大学の生物生産学部をはじめ、いくつかの大学では課題研究の成果

を評価する総合型選抜が実施されていることを紹介されました。こうした選抜では、面接
試験に併せて研究成果を発表する機会があるようです。興味をもった生徒は、大学の募集
要項を調べてみましょう。 

 

 

５月２日（木）の放課後、下関市広報戦略課
のみなさんが来校され、科学部の生徒が取材
を受けました。広報戦略課は、「市報しものせ
き」を担当されています。科学部は、令和４年
度からＶＥＸロボティクスに取り組んでおり、
昨年度の３月に初めて競技会に出場しまし
た。取材では、ロボットを作製し始めたきっか
けや普段の活動の様子などを説明しました。
さらに、初めて参加した競技会であるVRC 
Japan Cup 2024 Hosted by Shinagawa Tech Showcaseにおいて、インターナショナルスクー
ルなどの高校生等と、英語でコミュニケーションをとりながらゲームを進めたことをお話
しました。近日中に、「市報しものせき」に紹介されますので、御覧ください。 
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国際科学オリンピックの国内予選

参加に向けたガイダンスを、４月２
４日（水）に実施しました。国際科
学オリンピックでは、数学、物理、
化学、生物、地学、科学地理、情報
の７つの種目が実施されており、そ
れぞれ国内予選が開催されていま
す。普通科の２年次生が４人、探究
科の１年次生が１２人、２年次生が３人参加したガイダンスでは、１学期末から２学期に
かけて国内予選が開催される、第２０回全国物理コンテスト物理チャレンジ２０２４、化
学グランプリ２０２４、日本生物学オリンピック２０２４、第２４回日本情報オリンピッ
クが紹介されました。また、昨年度、物理チャレンジや化学グランプリ、日本情報オリンピッ
クの国内予選に参加した２年次生が、大会参加に向けて取り組んだ学習方法や、出題された
問題の傾向などを紹介しました。国際科学オリンピックの国内予選は、種目によって会場で
実施されるものやオンラインで実施されるもの、複数回予選が実施されるものなど様々です。
今回のガイダンスを参考にしながら、対策をしっかり行って参加するようにしましょう。 
近年の大学入試では、国内予選に参加した実績や国内予選の成績を評価していただける

場合があります。さらに、スーパーサイエンス
ハイスクールである本校は、参加費や交通費な
どを補助する制度があります。こうした制度を
活用して、１、２年次のうちに参加することを
期待します。なお、種目によっては５月末に、
参加申込期限を迎えるものもあります。興味を
もった生徒は、急いで担当の安成先生に相談し
てください。 

 

 
５月８日（水）の基礎探究Ｂの授業におい

て、探究科の１年次生が４月に取り組んだ西
高海峡ディスカバリーの成果を、それぞれの
クラスで発表しました。西高海峡ディスカバ
リーでは、それぞれのクラスが７つの班に分か
れて唐戸地区の史跡や、下関市立しものせき水
族館「海響館」の海や川の生物を観察しました。
このたびの発表会では、唐戸地区の史跡を巡っ
た「唐戸ディスカバリー」と海響館で行った「海
響館ディスカバリー」からそれぞれ１つテーマを設定し、研修の成果を４分間で発表しました。 
唐戸ディスカバリーの発表では、唐戸が発祥の商社である秋田商会が、短い期間で発展し

た理由や和洋折衷で建設された旧秋田商会ビルの特徴、江戸時代の参勤交代で利用された本
陣伊藤邸の宿泊費、唐戸地区で埋め立てが行われ市
街地が広がった理由などを取り上げていました。ま
た、海響館ディスカバリーの発表では、イルカが水
中からジャンプできる理由、屋内と屋外で飼育され
ているペンギンの違い、アクリル樹脂で作られてい
る水族館の水槽の特徴などを取り上げていました。 
初めて挑戦した発表でしたが、しっかり伝えよう

とする１年次生の姿を見ることができました。 
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